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令和２年 １月１４日 

（令和５年 ３月１３日改定） 

御殿場市ＳＤＧｓ推進本部 

１ 目的 

 ＳＤＧｓ（エス・ディジーズ）は「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目

標）」の略で、2015 年に国連サミットで採択された際目標であり、2030 年を目標に、地球上

の「誰一人として取り残さない」持続可能社会実現を目指し 17のゴールと 169のターゲッ

トが設定され、経済・社会・環境を巡る広範な課題に対し統合的取り組むこととしています。 

 自治体におけるＳＤＧｓ達成へ向けた取組は、人口減少や地域経済の縮小等の地域課題

の解決に資するものであり、ＳＤＧｓを原動力とした地方創生推進することが期待されて

います。 

 本市では、ＳＤＧｓの視点や要素を市政に組み込むとともに、職員の政策形成能力の向上

を図り、もって御殿場市総合計画に基づく将来都市像「緑きらきら、人いきいき、交流都市 

御殿場」、及び御殿場市ＳＤＧｓ未来都市計画に基づく「誰もが輝ける 富士の麓の環境を守

り育てるまち 御殿場」実現に資すること目的とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御殿場市ＳＤＧｓ推進指針 
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２ 市の取組姿勢 

（１） 施策・取組推進によるＳＤＧｓ達成への貢献 

 御殿場市総合計画及び御殿場市ＳＤＧｓ未来都市計画等の推進により、ＳＤＧｓ達成に

貢献することを基本に、多様なステークホルダーとのパートナーシップのもとで様々な施

策に取り組みます。 

 

（２） ＳＤＧｓの普及・啓発 

 ＳＤＧｓは単なる行政だけの目標ではなく、市民や企業・団体等が目標を認識・共有し、

連携しながら取り組んでいくものであるため、各主体へのＳＤＧｓへの理解を深め、連携を

促す普及・啓発に積極的に取り組みます。 

 

（３） 職員の業務遂行 

 施策の立案や推進に関わる職員一人ひとりがＳＤＧｓに関する理解に努めて、目標年次

である 2030 年を見据えた長い時間軸と、１６９のターゲットの多様な着眼点という広範な

視野を意識して、自らの業務に取り組みます。 

 また、職員は世界の共通言語としてＳＤＧｓを意識して、様々なステークホルダーと連携

し、自らの業務を進めます。 

 そして、各所属においては職員の積極的な姿勢を引き出すように所属長が指導し、支援す

るとともに、各課の業務がどのようにＳＤＧｓと関連するのかについて、日頃より意識して

業務に取り組みます。 

 

（４）情報発信 

 ＳＤＧｓ未来都市として、市民・地域組織・企業・団体等の活動や市の取組を、相互に理

解し連携を深めるため、情報発信に努め、国内外へ広く情報発信にすることに取り組みます。 

 

（５）個別計画 

 各部・課の事務に関する個別計画等を策定し、又は改定する際は、ＳＤＧｓの解説及びそ

の理念と当該個別計画との関連を記載します。また、政策・施策に紐づくＳＤＧｓの個別の

アイコンも表示するように努めます。 

 

（６）担当部署の役割 

 担当部署は、総合調整窓口として、御殿場ＳＤＧｓクラブに関する事務、御殿場市ＳＤＧ

ｓ未来都市計画に基づく指標の達成に向けた進捗管理に関する事務等を行います。 
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３ 推進体制 

（１） 市の推進体制 

 ＳＤＧｓの達成に向けた取組を本市において総合的かつ効果的に推進するため、御殿場

市ＳＤＧｓ推進本部が設置し、本部長を市長、副本部長を副市長、本部員を庁議委員（教育

長、経済外交戦略監及び各部長として、ＳＤＧｓの理念に基づく本市の持続可能なまちづく

り及びその進捗管理に関する事項や市民、企業、各種団体、教育機関等によるＳＤＧｓを推

進する取組との連携及び支援に関する事項、その他、ＳＤＧｓの達成に向けた取組及び普及

啓発に関し必要な事項を行います。 

 

（２） 多様なステークホルダーとの連携 

・御殿場ＳＤＧｓクラブ 

 本市の特性とＳＤＧｓの観点を踏まえながら地方創生に資する社会課題解決や地域産業

育成を推進するため、多様なステークホルダーの参画によるプラットフォーム「御殿場ＳＤ

Ｇｓクラブ」（会長：御殿場市長）を運営します。 

 クラブに参画する企業団体と共に、研修会・講演会・フォーラム等の開催による機運醸成

とともに、ＳＤＧｓの課題解決や産業育成・普及啓発等のための地域におけるマッチング、

各ステークホルダーの活動の見えるかによる情報発信になどに取り組みます。 

 

・御殿場市エコガーデンシティ推進協議会 

 本市では、平成 27 年 11 月に駒門周辺地域エコシティ化事業として、静岡県内陸フロン

ティア推進区域の指定を受け、再生可能エネルギー活用などのモデル事業を推進し、この取

り組みを全市的に拡大して関連分野含めて推進を図るため、平成 29 年 7 月に御殿場市エコ

ガーデンシティ推進協議会が発足しました。（会長：御殿場市商工会長、市・企業・団体、

有識者、金融機関などが参画） 

 平成 30年 7月には、「御殿場市エコガーデンシティ構想」を策定し、世界遺産富士山の麓

にふさわしい、優れた環境と景観の形成（エコロジー）と産業・経済振興（エコノミー）が

好循環するまち「エコガーデンシティ」の実現を目指す取組を進め、本市の恵まれた自然・

社会条件を活かし、先端技術を活用しながら環境と景観の改善に継続的に取り組むことで、

地域経済活性化や市の魅力・ブランド力向上の実現を図っています。 

 産学官金から構成される御殿場市エコガーデンシティ推進協議会は、エコガーデンシテ

ィ構想に基づき、環境・経済・社会を統合的に向上させ持続可能な社会を目指してＳＤＧｓ

推進に寄与します。 
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（３）御殿場市ＳＤＧｓ未来都市計画 

 令和４年５月に、内閣府から『ＳＤＧｓ未来都市』に選定されました。ＳＤＧｓ未来都市

実現のため、国へ提出した提案書に基づき計画を作成し、内閣府の検討会や関係省庁タスク

フォースでの意見を踏まえて、令和４年 10 月 11 日に御殿場市ＳＤＧｓ推進本部会におい

て計画内容を承認し御殿場市ＳＤＧｓ未来都市計画を策定。 

本市の特徴あるステークホルダーとのパートナーシップによる自律的好循環のもと、全

庁を挙げて更なるＳＤＧｓの推進、誰もが輝ける持続可能な地域社会の実現を図ります。 

 

※ＳＤＧｓ未来都市は、２０３０年のＳＤＧｓ達成を図るため、各自治体においてのＳＤＧ

ｓ推進の取組をさらに加速させ、先進事例創出と普及展開が必要となったことから、国が平

成３０年度から行っている制度です。２０３０年のあるべき姿の実現に向けて、特に経済・

社会・環境の三側面の統合的取組により、新たな価値を創造する提案を行った都市を、ＳＤ

Ｇｓ未来都市として選定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ その他 

 この指針の実施に関して必要な事項は、 

市長が別に定めます。 

 

 

※参考 国連「2030 アジェンダ」 

に掲載される『5つの P』 


